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名古屋工業大学×イオンタウン 

『地域コミュニティの価値創造』に関する共同研究について 
～イオンタウン初！鶴舞地区における、まちづくりの研究と社会実験～ 

 

 

国立大学法人名古屋工業大学（所在地：愛知県名古屋市、学長：木下隆利、以下：名古屋工業  

大学）と、イオンタウン株式会社（本社：千葉県千葉市、代表取締役社長：加藤久誠、以下： 

当社）は、当社が運営する愛知県名古屋市のショッピングセンター「イオンタウン千種（以下：当

ＳＣ）」において、「まちづくりにおける地域コミュニティの価値創造」について共同研究を行う

ことで合意しました。 

 

 本共同研究は、当ＳＣが位置する鶴舞地区を対象として、ＳＣや施設内だけでなく、周辺施設や

商店街、町内会と連携しながら、国土交通省が推進する「まちなかウォーカブル推進プログラム」

の研究や、社会実験の企画立案・効果検証を行い、参加型の将来ビジョンの策定を行うものです。 

研究を進めるなかで、周辺拠点の潤滑油となるまちづくり組織を発足し、まちづくりに関する情報

共有や勉強会、共同イベントなど公共空間（道路や公園）を活用した社会実験をおこなうことによ

り、地域の皆さまと協力関係を育みながら、地域コミュニティの拠点となり、まちづくりのビジョ

ン実現に寄与していきます。 

 

今後も名古屋工業大学と当社は、相互が有する資源を有効活用し、地域の活性化・人材育成等に

おいて連携・協力し、地域社会の発展に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンタウン千種 外観写真        自動運転実証実験（２０２１年実施） 

 

 



共同研究の概要 

１．研 究 題 目 ：まちづくりにおける地域コミュニティの価値創造 

２．期 間 ：２０２２年９月１日～２０２５年８月３１日 

３．研 究 主 体 ：名古屋工業大学 伊藤孝紀研究室、イオンタウン千種 

４．研究代表者：名古屋工業大学大学院工学研究科 建築・デザイン分野 准教授 伊藤孝紀 

５．研 究 内 容 ：鶴舞地区を対象にまちづくり組織の発足や社会実験の企画立案から効果検証、 

参加型の将来ビジョンの作成を行う 

 

 

 

当社では、２０３０年までに取り組むべき地球規模の１７の 

目標“ＳＤＧｓ”に向けて、全社を挙げて取り組んでいます。 

今回の取り組みが該当する開発目標は、右図の通りです。 

 


